
関東農政局管内のノウフク・アワード 受賞団体の紹介

農福連携を全国的に広く展開させて、各地域において農福
連携を定着させていくことを目的に、２０２０年度から農福連

携に取り組んでいる優良な事例を発掘・表彰するノウフク・
アワードが実施 されています。今年度においてもノウフク・
アワード２０２２が実施され関東農政局管内では、5団体が
選定されました。

グランプリ

準グランプリ

優秀賞

フレッシュ賞

①社会福祉法人 ゆずりは会 菜の花

②社会福祉法人 パステル 多機能型事業所CSWおとめ

③株式会社 サンファーマーズ

④有限会社 照沼農園

⑤社会福祉法人 土穂会 障害福祉サービス事業所 ピア宮敷第１工房

① ②

③

④

⑤

茨城県

埼玉県

千葉県

山梨県

神奈川県

静岡県

長野県

群馬県

栃木県

東京都
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地元の重要な産業であった養蚕業の再興に利用者とともに取り組み、ノウフクJAS、６次産業化の認証取得により、農業か

ら製造加工、販売、レストランでの接客等利用者の個性に応じた働く場の確保、農産品の付加価値化を図り工賃の向上を実

現。

所在地：栃木県小山市
団体名：社会福祉法人パステル

多機能型事業所CSWおとめ
選定表彰：－
栃木県農業大賞栃木県知事賞（令和２年度）
主力農産物：桑の実、桑の葉、落花生、満
願寺唐辛子、ビーツ、かぼちゃ、小松菜な
ど
主力商品：桑茶、桑ジュース、桑の葉をパ
ウダー化し練りこんだうどん、パスタ、菓
子類、ジャムなど

基本情報 取組の概要

取組の成果体制図

所在地▶〒329-0214 栃木県小山市乙女625-2

連絡先▶TEL:0285-39-6088 E-mail:info@fukushi-pastel.jp

ウェブサイト▶http://fukushi-pastel.jp

社会福祉法人 パステル 多機能型事業所CSWおとめ

○多機能型事業所として、知的、精神障害者等の21名で、桑畑、落花生、野菜畑の管
理、収穫に取り組む。栃木県農業アドバイザーから指導を受けた職員が、農作業マ
ニュアル等を使用し利用者に作業手順をわかりやすく指導。

○7,000坪の桑園で桑の栽培を行い、６次産業化事業認定、ノウフクJASの認証を受け、
桑茶等の桑の葉を使った関連食品等の製造に取り組み、商品は地元の小売店やイン
ターネット通販等で販売。

○併設しているレストランに、無農薬で栽培したビーツ、玉ねぎ、小松菜等を供給する
とともに、レストラン内の販売コーナーで、自ら生産した野菜に加え、地元の方が生
産した野菜を利用者が販売し、地域との連携を図っている。

多機能型事業所CSWおとめ

社会福祉法人パステル

パステルCSWおとめ桑園桑ジャムセット ノウフクJAS製品（一例）

地域野菜生産者グループ、地域住民、小学校等

売店で野菜の販売

○平均工賃35,000円を達成、月10万円を上回る利用者も。
○ノウフクJASの取得により市内スーパーのマルシェ内に「ノウフクJAS」
コーナーが設置され販売を開始。

○桑の葉の需要増により、桑園が開設当初の2,200坪から7,000坪へ拡大。
○桑の葉、桑の実収穫では地元住民、小学校の協力が得られ地域との連携
が強化。

○農業収入は840万円になり、取組当初の平成29年から２倍以上に拡大。

収穫作業

〇農業班 〇パウダー班 〇パン工房部
〇レストラン“みゅぜ・ど・ぱすてる

多機能型事業所フロンティアおやま

〇養蚕事業班

連
携

視察受入れ：可 報道機関受入れ：可



１

所在地：群馬県前橋市
団体名：社会福祉法人ゆずりは会

障害福祉サービス事業所菜の花
選定表彰：ノウフク・アワード2021審査員特
別賞（人を耕す）、 関東農政局「ディスカ
バー農山漁村の宝」選定（令和４年度）

主力商品等：たまねぎ、えだまめ、ほうれんそ
う、ブロッコリー、キャベツ、長ねぎ、にんに
く、米、ビール麦、育苗、ライスセンター運営

基本情報 取組の概要

取組の成果体制図

利用者の能力を引き出せる作業環境をつくり、高い工賃による賃金収入と障害者年金により障害者の自
立した生活を促し、一般事業所での就職チャレンジを支援。

所在地▶群馬県前橋市青梨子町379－1

連絡先▶TEL:027-226-6090 E-mail:nanohana2014@rose.plala.or.jp

ウェブサイト▶https://www.yuzurihakai.org/corporate/nanohana/index.html

社会福祉法人 ゆずりは会 菜の花

社会福祉法人ゆずりは会

〇 約14haの農地で、えだまめ、たまねぎ、ブロッコリー、ほうれんそう、長ねぎ、
キャベツなどを栽培。運営するライスセンターによる乾燥調製作業を受託。

〇 無肥料・無農薬の自然栽培による米作りや野菜を生産し、安全安心で環境に負荷を
かけない取組を広げる。

〇 出荷規格に合わない野菜（「もったいない野菜」）を地元の食品企業へ持ち込み、
「ノウフクぎょうざ」を外注製造。

〇 障害者の農作業は、職員が一人一人の特性を見極めて作業に配慮。
〇 認定農業者であり、正組合員として地元農業協同組合に加入している。
〇 京都西陣麦酒と連携し、農福連携クラフトビール・プロジェクトに参画し、毎年
ビール麦を栽培。

○耕作面積：取組当初(平成26年)の約4haから約14ha（令和４年）に拡
大。

○平均工賃（月）：約54,000円（令和３年）となり、群馬県内の中でも
トップクラス。取組当初約27,000円から約２倍以上に上昇。

○乾燥受託：取組当初の13件から年々拡大し、60件（令和４年）となり、
約4.6倍に増加し、地域の基幹作物である米の生産維持に寄与。

○野菜苗の生産：たまねぎの苗は、県外福祉事業所に10万本以上販売。

近隣農家 民間企業教育機関

連
携

水稲の育苗 たまねぎ苗の出荷 地元小学生との田植え 乗用機械でのほ場管理 枝豆の収穫作業 収穫した農産物の出荷

群馬県
前橋市

就労継続支援Ａ型事業所：かたばみ

就労継続支援B型事業所：菜の花、ゆずりは、エール

共同生活援助事業所：フォルテ

4 視察受入れ：可 報道機関受入れ：可

○平成28年から障害者雇用を始め、知的障害者３名を雇用。一般の従
業員と同じ賃金で雇用し社会保険にも加入。

○特別支援学校や福祉サービス事業所から、これまでに21回の実習を
受け入れ、実習から雇用につなげた。

○車いすの方でも活躍する場ができている。
○10か所の福祉事業所に対して、農場の作業の一部を委託している。
○令和３年度には８か所の福祉事業所の連携により80名の利用者が活
躍。
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所在地：静岡県静岡市
団体名：株式会社サンファーマーズ
選定表彰：
日本農業賞特別賞 (平成24年)
イノベーションアワード金賞 (令和４年)
主力商品：アメーラトマト

（高糖度トマト）の生産販売

イベント：市役所での販売、幼稚園との
連携による収穫体験など

基本情報 取組の概要

取組の成果体制図

所在地▶〒422-8072 静岡県静岡市駿河区小黒2丁目5-10

連絡先▶TEL:054-282-2756 E-mail:yamazaki@amela.jp

ウェブサイト▶https://www.amela.jp

株式会社 サンファーマーズ

サンファーマーズ 直営福祉農場（静岡県藤枝市）
（障害者雇用３名）

福祉サービス事業所との業務連携２社
幼稚園との連携（食育活動）

アメーラトマト生産農場（静岡県11箇所、長野県３箇所）

株式会社サンファーマーズ

福祉サービス事業所との業務連携８社

福祉事業所の施設外就労
によるポット回収

【幼稚園連携】
収穫体験

天候に左右されず周年栽培を行える環境を生かし、独自の出荷基準と糖度基準を設けた高糖度トマト『アメーラトマト』と

して商品化。ブランド化により安定生産を実現し、直営農場で障害者３名を直接雇用。

○社内に福祉農業部を立ち上げ、直営福祉農場を新設。障害者の直接雇用と福祉事業所
への作業委託により農福連携によるアメーラトマトの生産を行う。

○直営福祉農場では、トマト栽培で発生した残渣をたい肥化し、幼稚園と連携した食育
活動の実施や、特別支援学校からの職場実習の受け入れを行う。

○アメーラトマトの生産農場と福祉サービス事業所の中間サポートを行うとともに、
10か所の福祉事業所に対して、作業の一部を委託し、知的障害、精神障害、身体障
害（車いす利用者）が農作業に取り組む。

苗の定植作業
主力商品「アメーラトマト」 【直接雇用障害者】

作業風景

視察受入れ：可 報道機関受入れ：可



○工賃が500円/時に向上し全国の時間当たり平均工賃222円（令和２年
度）の約2.3倍になった。

○作業方法やパッケージングを工夫し、作業時間が取り組み始めた当初
の3分の1になった。

○作業アプリを開発したことでパック詰めのグラム数が○×とモニター
で表記されるため計量ミスがなくなった。
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所在地：茨城県水戸市
団体名：有限会社 照沼農園
選定表彰：優良農福連携賞（令和３年茨
城県共同受発注センター）

主力商品：水稲（20ha）、アスパラガス、
水耕栽培によるリーフレタス、サンチュ、
ベビーリーフ、チンゲン菜

基本情報 取組の概要

取組の成果体制図

所在地▶〒310-0843 茨城県水戸市元石川町2724-1

連絡先▶TEL:029-248-6288 E-mail:mailto:g23youhei@gmail.com

有限会社 照沼農園

○水田20haで水稲栽培、農業ハウス2棟でアスパラガス、農業ハウス４棟で水耕栽培に
よるリーフレタス、サンチュ、ベビーリーフ、チンゲン菜を栽培。

○福祉事業所（就労継続支援B型）と連携し利用者にベビーリーフの計量パック詰め作
業、リーフレタス等の袋詰め作業、水耕パネルの清掃、水耕野菜の定植作業に携わる。

○１週間に障害者一人当たり１日４時間、週３日の12時間作業を依頼。
○生産した野菜は地元のスーパー、直売所で販売。

有限会社照沼農園

障害福祉サービス事業所 たけのこ

社会福祉法人 清香会 育心園

施設外就労

施設野菜の規模拡大のため、障害者の就労者数を増やし、作業の増加や高度化に対応できる作業アプリの
開発導入により分業体制の整備や、高付加価値化による障害者の工賃の向上を図る。

夏場の高温時の作業改善
ハウス内の作業を暑さ対策で外のテントで試野菜のパック詰め作業野菜計量と袋詰め

視察受入れ：可 報道機関受入れ：可

○菜花栽培においては、作業にかかわる障害者が当初の15名から25名
まで増加した。

○菜花の栽培に参加していた障害者１名が、作業を通じ体力がつき特例
子会社に就職できた。

○平均工賃が取り組み当初（令和元年）の13,000円から20,000円に向
上。

○年々、菜花栽培農家が減少する中、地域の菜花栽培維持が期待される。
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所在地：千葉県いすみ市
団体名：社会福祉法人 土穂会

障害福祉サービス事業所
ピア宮敷第１工房

選定表彰：－

主な取組：菜花経営、ハーブ育苗・栽培、
米育苗、ごま油製造販売、梨剪定枝拾い、
ライ麦ストロー、ホエイドレッシン製造

基本情報 取組の概要

取組の成果体制図

所在地▶〒299-4504 千葉県いすみ市岬町桑田341-1

連絡先▶TEL:0470-87-5201 E-mail:kobo4@tsuchibokai.or.jp

ウェブサイト▶http://minnahatake.com/

社会福祉法人 土穂会
障害福祉サービス事業所 ピア宮敷第１工房

菜花畑にて作業を終えた利用者 利用者による菜花収穫の様子

地元の牧場が堆肥を活用して約20年にわたり行ってきた食用菜花栽培を事業継承し、約4,500坪の畑を障
害者、職員、地域との連携ネットワークを活用し農業経営に取り組む。

社会福祉法人 土穂会

地域連携（菜花ガールズ・ボーイズ）

○地元の牧場経営者から事業継承を受けた菜花生産を、栽培、収穫、出荷、販売まで農
福連携により取り組む。

○地元JAや農業事務所による栽培指導を受け農作業の知識、経験不足を補う。
○菜花の品質保持のため、長年にわたり菜花栽培に関わる地域の高齢者（菜花ガール
ズ）が参画。

○生産性向上のため利用者の強み、個性を活かした作業の見極めを行う。職員の育成の
場として「農業で福祉が伸びる」を合言葉に取り組む。

枝を使って間隔を測菜花の定植作業 選別作業中の利用者

連携

障害福祉サービス事業所 ピア宮敷第1工房

夷隅郡市福祉作業所

視察受入れ：可 報道機関受入れ：可








